
 

 

平成 31年度 学校評価報告書（実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 25日実施） 

（平成 28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月９日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①工業教育の特色

を活かし、社会

で必要とされる

専門性の向上を

図る教育課程を

提供する。 

②自ら課題を発見

し解決する力の

育成と主体的に

学ぶ意欲の向上

を図る。 

③学校行事や生徒

会活動を通じ、

自他の多様性を

尊重させ、生徒

の主体的な活動

の促進を図る。 

 

①新学習指導要領を

踏まえ、かつ、生

徒の実情にあった

教育課程につい

て、評価及び検討

を行う。 

①工業で必要な資格

取得の合格率をさ

らに向上させる。 

②生徒主体の参加型

授業を定着させ、

生徒の意欲向上に

つなげる。 

②企業研究・課題研

究・実習などで、

主体的に学ぶ意欲

の向上をめざす。 

③生徒会行事の運営

を通して、生徒の

自立心を育成させ

る。 

①教育課程の工業科目

における専門性の向

上と、共通科目の充

実を図る。 

①向工ジュニアマイス

ター制度のさらなる

浸 透 を 図 る と と も

に、資格取得に向け

て 一 層 の 指 導 を 行

う。 

②引き続き、計画的な

授 業 改 善 に 取 り 組

み、教科を超えた研

究授業・協議を通し

て、全教科で参加型

授業の実施・展開・

発展をめざす。 

②出前授業などを積極的

に実施し、外部講師等

の有効活用を図る。 

③学校行事等におい

て、企画・準備段階

から生徒が取り組む

ように導く。 

①教育課程の評価及び

検討ができたか。 

①資格取得合格者が昨

年 度 よ り 増 加 し た

か。また、ジュニア

マイスター申請者が

増加したか。 

②生徒による授業評価

の学習努力、意欲的

な 取 組 に お い て 、

85％の生徒が「あて

はまる」と回答でき

たか。 

②出前授業後のアンケ

ートにおいて、85％

の生徒が「参考にな

った」と回答できた

か。 

③学校行事等におい

て、生徒が自主的に

活動できたか。 

①学習指導要領の改訂

に備えた情報収集･研

究に努め、各科へ情

報を提供した。 

②前期･後期に研究授業

期間を設定し、生徒

参加型の授業展開に

つ い て 情 報 共 有 し

た。また、生徒によ

る授業評価では、学

習努力と意欲的な取

組で 78％の回答を得

た。 

③体育祭、文化祭及び

向工チャレンジカッ

プなどの行事を生徒

会中心が中心となり

主体的な活動ができ

た。 

①新教育課程作成に向

けた検討の具体的準

備 計 画 立 案 を 進 め

る。 

②生徒による授業評価

では、「意欲的に努

力している」という

回答が 74％と高い

が、学力の定着に結

び付ける取組を引き

続き授業研究の課題

として進めたい。 

③ボランティア委員会

等の関わりをより深

め、今まで以上に生

徒会中心の主体的な

活動ができるよう推

進する。 

①ジュニアマイスタ 

 ーの取得状況が昨 

年と比較して飛躍 

的に増えているこ 

とを評価する。そ 

れぞれの資格がど 

んな仕事に必要で 

あるのか生徒が認 

識している結果だ 

と思う。 

②授業については、 

 生徒からの評価も 

大切だが、生徒が 

主体的に参加、活 

動できる授業をお 

願いする。 

③生徒会が中心とな 

り、地域において

の取組の充実もお

願いしたい。 

①新教育課程の検 

討については、具

体的な取組にまで

至らなかったの

で、具体を検討し

ていきたい。 

①引き続き、資格 

取得の意義から丁

寧に説明してい

く。 

②生徒が主体的に取 

り組める授業が増

えてきているが、

その授業改善が教

員個々のものとな

っている。 

③学校生活全般にお 

いて、全生徒の主

体的な取組として

いきたい。 

①教務・企画研究グ 

ループが中心とな 

り、研究チームを 

立ち上げていきた 

い。 

①資格取得を生徒の 

学習意欲向上につ

なげていけるよ

う、引き続き、生

徒のモチベーショ

ンを上げられるよ

う指導していく。 

②教務・企画研究グ 

ループが中心とな 

り、引き続き、組 

織的な授業改善を

行っていく。 

③学校行事だけでな 

く、日々の学校生

活全体で自主性、

主体性を培えるよ

う指導していく。 

２ 
生徒指導・

支援 

①自己の成長を意

識させ、社会人

としての基礎力

を身につけさせ

る。 

②部活動を通じ

て、責任感、協

調性、自主性の

涵養を図る。 

①生徒個々に応じた

生徒指導・支援を

専門職員（ＳＣ、

ＳＳＷ）や外部機

関等と連携しなが

ら進める。 
①いじめ等の問題行
動の未然防止を図
る。 

②部活動を通して、

生徒の自立心や行

動力を育成させ、

生徒が主体的に、

責任感を持って実

行できる力を養

う。 

①生徒の情報を全職員

で 共 有 す る と と も

に、きめ細かな対応

を図る。 

①教育相談体制を充実

させ、ＳＣやＳＳＷ

の有効活用を図る。 

①問題行動の未然防止

として、定期的な服

装、頭髪及び遅刻指

導やいじめに関する

アンケート、ＳＮＳ

上のトラブル防止策

の検討等を行う。 

②部長や副部長、マネ

ー ジ ャ ー 等 を 活 用

し、職員が生徒に寄

添い、各部員が自主

的・主体的に取り組

むように導く。 

①生徒情報交換会を実

施できたか。また、

必要に応じてケース

会 議 を 実 施 で き た

か。 

①ＳＣやＳＳＷの来校

日を周知できたか。

また、ＳＣやＳＳＷ

と連携して生徒対応

を行うことができた

か。 

①生徒に対する指導に

おいて、定期的で組

織的な取組ができた

か。 

①いじめに関するアン

ケート等を実施し、

安心して学校生活を

送れる環境づくりが

できたか。 

②生徒の自主的な取組

により、各部活動の

活性化が図れたか。 

①生徒情報交換会を４

月 当 初 に 実 施 、 ま

た、ケース会議を必

要に応じて行った。 

①ＳＣやＳＳＷとの連

携は多くの生徒・家

庭に効果的だった。 

①再度の指導となるケ

ースがあり、特別指

導 の 件 数 は 増 加 し

た。 

①いじめに関するアン

ケートの実施は生徒

自身の振舞いを振り

返るよい機会となっ

た。 

②部活動や生徒会活動

において、生徒の考

えを尊重し、新規イ

ベントに挑戦や協力

さ せ る こ と が で き

た。 

①担任、学年、グルー

プで、生徒の状況を

把握、共有する意識

が重要、その上で、

ＳＣやＳＳＷと連携

し、効果的に課題を

解決する。 

①特別指導は、単純に

件数が増えたとは見

ずに、指導内容と対

象生徒の問題行動へ

の理解に視点を置い

て慎重に行い、再発

防止する。 

①いじめに関するアン

ケートの実施を年間

２回から学期に１回

の年間３回とする。 

②部活動を充実させる

環境整備を推進する

とともに、生徒の自

立心向上を目指す。 

①ＳＣやＳＳＷに任 

せきりになるので

はなく、教員がＳ

ＣやＳＳＷと情報

共有や連携をしな

がら対応している

ことを評価する。 

①特別指導について 

は、引き続き、き

め細かな対応をし

てほしい。 

①警察に講師依頼 

し、「いじめと犯

罪行為」に関する

講演を実施するこ

となどを検討して

ほしい。 

②部活動について 

は、環境整備を充

実させるととも

に、自主性を育て

てほしい。 

①ＳＣやＳＳＷと連 

携した指導・支援

により、多くの悩

みや課題が問題と

して顕在化するこ

となく解決した。 

①いじめについて 

は、引き続き、最

重要項目ととら

え、指導を行って

いく。 

②部活動について 

は、活性化を支援

していくが、自主

性が大切なこと

と、アルバイト等

との兼ね合いもあ

る。 

①次年度、ＳＣにつ 

いては単独校、Ｓ

ＳＷについては、

引き続き、拠点校

として、より有効

活用していく。 

①いじめに関するア 

ンケートについて

は、年間２回から

３回に増やし、い

じめは絶対に許さ

ないという気持ち

で指導していく。 

②環境整備をして、 

部活動の活性化を

図っていく。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 25日実施） 

（平成 28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月９日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・

支援 

生徒一人ひと 

りの進路実現に向

けた進路指導の充

実を図る。 

 

 

①56 期生全員の、希

望に沿った進路実

現を図る。 

②外部機関との連携

を深め、信頼関係

の強化を図るとと

もに、有効活用す

る。 

①進路支援グループ、

担任及び学年等、職

員相互の連絡を密に

し、随時、進路希望

を把握する。 

①授業を通して、進路

意識の高揚、啓発を

図る。 

①授業、学年行事等で

求められる資質育成

のためのプログラム

を実施する。 

②連絡を密に取りなが

ら、入試説明会、出

前授業、施設見学な

どを通して、マッチ

ング重視の支援を行

う。 

①定期的な希望調査の

他、授業等も活用し

て、最新の進路希望

を把握する。 

①一般教養テスト、面

接想定の姿勢、受答

え 、 文 章 構 成 、 表

現、ＰＲ等及び履歴

書の指導などを実施

する。 

①②生徒からの質問、

進路室利用、オープ

ンキャンパス、企業

説明会への参加等、

生徒からの積極的な

アプローチがあった

か。 

①進路支援グループか 

らは、毎月、来校企

業の情報を廊下に掲

示するとともに、教

員向け企業説明会・

進学説明会での情報

を随時提供した。ま

た、それを受けて、

生徒相談に乗り、進

路状況の把握に努め

た。 

②積極的な進路室利

用、授業時、休み時

間の生徒からの質問

等、主体的な取組が

みられた。 

①希望する職種の内容 

把握、企業の経営環

境、見通し等及び教

員向けのセミナー等

を活用し、より充実

した進路指導に臨

む。そうした意味で

も外部機関との連携

を深めていきたい。 

①学校斡旋の就職が 

充実している。今 

後もきめ細かな進 

路指導をお願いす 

る。 

②外部機関との連携 

については、内容

を精査、改善しな

がら積極的に行っ

てほしい。 

①進路講演会や放課 

後進路セミナーを

はじめ、充実した

取組を行うことが

できた。３年生

207名中、進路未

定者は６名で、特

に、就職について

は、保護者とも連

携しながら、マッ

チング重視の指導

ができた。 

②川崎市をはじめ、 

外部との連携を適

切に行うことがで

きた。 

①多様な生徒を指導 

するため、生徒指

導同様に進路指導

においても進路支

援グループや担任

団をはじめ、組織

的な指導を検討す

る必要がある。 

②外部機関との連携 

強化については、

内容を精査した上

で積極的に推進し

ていく。 

４ 
地域等との

協働 

「地域とともに

育つ向工」を実現

し、「地域で活躍

する向工生」を育

むために、地域社

会との連携による

教育活動を推進す

る。 
 

 

 

①「地域とともに育

つ向工」を実現す

るため、本校のホ

ームページ、説明

会等を活用し、教

育活動を発信す

る。 

②「地域で活躍する

向工生」を育むた

めに、他校種、企

業との連携事業を

推進する。 

①各種イベントを活用

した施設・設備の魅

力や学校活動を積極

的に発信し、地域へ

の広報活動を行う。 

②生徒自らが各種イベ

ントに参加・運営す

ることで自ら考える

力やコミュニケーシ

ョン能力を育む。 

②他校種、企業との連

携を通じた教育活動

の推進を行う。 

①学校での活動をホー

ムページ等で積極的

に発信することがで

きたか。 

②各種イベント、学校

活動に取り組むこと

で昨年度よりも自ら

考える力やコミュニ

ケーション能力を育

むことができたか。 

②各種イベント、地域

の活動に生徒が協力

できたか。 

①ホームページでの情

報発信については、

体験教室の案内、部

活動の活動状況など

の情報をこまめに更

新した。 

②文化祭や向工チャレ

ンジカップでは、生

徒自らが考え、運営

し 、 学 校 説 明 会 で

は、生徒が主体とな

り進行することがで

きた。また、体験教

室では、生徒が講師

となり参加者と交流

し、コミュニケーシ

ョン能力の向上が図

れた。 

①部活動の紹介や学科

の紹介など中学生向

けの情報の充実を図

る。 

②生徒会と協力し、生

徒の参加率を高め、

生徒自らが行事の運

営を行うことで参加

生徒が達成感を得ら

れ る よ う 、 引 き 続

き、生徒に対してき

め 細 か な 指 導 を 行

う。 

①災害時の情報発信 

にアクセス集中等

若干の不安がある

が、全般的によく

情報発信できてい

ると思う。 

②文化祭の催し物の 

説明を生徒が行っ 

ている場面を多く 

見かけ、プレゼン 

テーション能力の 

向上にも取り組ん 

でいると感じた。 

②久地駅や武蔵溝ノ 

口駅での自動ハン 

ドベルの演奏を毎

年楽しみにしてい

る。 

①今年度から本格実 

施された学校ホー

ムページ「コンテ

ンツ管理システ

ム」を有効活用

し、本校の教育活

動を適切に情報発

信することができ

た。 

②地域で活躍する向 

工生を育むために 

ボランティア活動 

や出前授業等様々 

な教育活動を行う 

とともに、向工を 

より一層理解して 

もらえるよう努め 

た。 

①「コンテンツ管理 

システム」を有効

活用するため、ホ

ームページ担当者

だけでなく、教職

員の誰でもシステ

ムを活用し情報発

信できるようにし

ていきたい。 

②校内外のイベント 

において、生徒が

自主的に参加、活

動できるよう指導

していく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①校内の美化意識

の向上と防災教

育を推し進め、

安全安心な教育

環境を構築す

る。 

②すべての職員の

資質向上を図る

とともに、風通

しの良い職場づ

くりをめざし、

教職員の事故不

祥事を未然に防

止する。 

①生徒が校内美化に

対する意識及び安

全並びに防災に対

する意識を日常の

あらゆる場面で持

ちながら行動でき

るような環境づく

りに取り組む。 

②職員の資質向上に

向け、職員の連携

及び不祥事防止に

取り組む。 

①全校運動として「整

理、整頓、清潔、清

掃、躾、安全」の６

Ｓ運動を展開し、安

全、環境教育の推進

を図る。 

①全生徒全職員が防災

意識を高めるよう避

難訓練等の防災教育

を実施する。 

②定期的に不祥事防止

等の研修を行う。 

①「整理、整頓、清

潔 、 清 掃 、 躾 、 安

全」が昨年度より身

に付き、実践されて

いるか｡ 

①避難訓練や学校掲示

板の利用等により、

迅速な行動や安否確

認等の連絡訓練が効

果 的 に 実 施 で き た

か。 

②全職員で不祥事ゼロ

を実現できたか。 

①全校で６Ｓ運動を展

開し、学校生活全般

において意識を持た

せることができた。

廊下・階段のごみ箱

を減らしたが、床に

ごみが散乱すること

はなく、生徒の美化

意識は向上している

と言える。 

①避難訓練では、点呼

終了までの時間を短

縮 す る こ と が で き

た。また、災害時に

生徒が掲示板を見て

いることが確認でき

た。 

②現時点で不祥事はゼ

ロである。 

①環境委員会を活用し

た 取 組 を 考 え て い

く。 

①掲示板にアクセスが

集中した際にもきち

んと見ることができ

るよう整備が必要で

ある。 

②引き続き、不祥事ゼ 

 ロを継続していく。 

①向工は、校舎の内 

 も外もきれいな印 

象である。それ 

は、教職員の指導

や生徒一人ひとり

の意識の表れであ

ると思う。 

①今年度は、大きな 

台風被害があり、

防災意識の大切さ

を身を持って知る

ことができたが、

さらなる防災教育

をお願いしたい。 

 

①全校で６Ｓ運動を 

学校生活全般で行

っているが、マン

ネリ化や形骸化し

ないよう取り組み

たい。 

①避難訓練について 

は、点呼終了まで

の時間を短縮する

ことができたが、

生徒が訓練に慣れ

てしまっていると

も言える。 

②引き続き、全職員 

が当事者意識を持

ち、不祥事ゼロを

継続していく。 

①６Ｓ運動を学校生 

活全般で行ってい

るので、教職員か

らの指導だけでな

く、生徒が自主

的・主体的に取り

組むよう意識を向

上させていく。 

①避難訓練について 

は、生徒の防災に

関する当事者意識

の向上に努めてい

く。 

 

 


